
2 〈令和３年度　予算〉

予算概要　町政執行方針

序
（１）総　括
　令和３年度の予算総額は、77億1643万円となりました。令和２年度と比較すると、予算総額は17.7パーセント
減っています。役場新庁舎の本体工事が完了したことにより、予算額が大きく減少しました。
　各会計の予算額は次のとおりです。

各会計予算総括表	 （単位：千円）

会　　　　　　計 令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増減比較
増減額 増減率（％）

一　　般　　会　　計 7,040,444 8,753,130 △ 1,712,686 △ 19.6

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 287,019 274,746 12,273 4.5
後期高齢者医療特別会計 126,605 118,049 8,556 7.2
下 水 道 事 業 特 別 会 計 210,689 195,966 14,723 7.5
農業集落排水事業特別会計 51,669 35,382 16,287 46.0

小　　　　　計 675,982 624,143 51,839 8.3
総　　　　　合　　　　　計 7,716,426 9,377,273 △ 1,660,847 △ 17.7

（２）一般会計
　一般会計の収入と支出について、内訳は次のとおりです。

一般会計収入	 （単位：千円）

項　　　　　　目 令和３年度
予　算

令和２年度
予　算

増減比較
増減額 増減率（％）

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 な ど 249,212 260,212 △ 11,000 △ 4.2
地 方 交 付 税 2,935,000 2,935,000 0 0.0
国 ・ 道 か ら の 支 出 金 926,601 1,034,660 △ 108,059 △ 10.4
借 金 797,100 2,345,600 △ 1,548,500 △ 66.0

自

主

財

源

町 税 543,790 551,905 △ 8,115 △ 1.5
分 担 金 お よ び 負 担 金 55,855 63,328 △ 7,473 △ 11.8
使 用 料 お よ び 手 数 料 122,081 124,452 △ 2,371 △ 1.9
財産収入・諸収入など 568,441 548,687 19,754 3.6
繰 入 金 842,364 889,286 △ 46,922 △ 5.3
合　　　　　　計 7,040,444 8,753,130 △ 1,712,686 △ 19.6

ここに注目！！

依存財源：国・道から受ける支出金や借金
自主財源：町が町民などから直接受けるお金（町税や各施設の使用料）
　依存財源が町の収入の７割を占めており、中でも地方交付税は収入全体の４割を占める重要な財源です。
　地方交付税は、決まったことにしか使うことができない国・道からの支出金や借金とは異なり、町が自由
に使うことができるお金です。
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一般会計支出	 （単位：千円）

項　　　　　　目 令和３年度
予　算

令和２年度
予　算

増減比較
増減額 増減率（％）

総 務 費 1,184,787 2,620,806 △ 1,436,019 △ 54.8
民 生 費 967,322 940,544 26,778 2.8
衛 生 費 551,125 555,580 △ 4,455 △ 0.8
農 林 水 産 業 費 542,612 886,995 △ 344,383 △ 38.8
商 工 費 373,677 239,898 133,779 55.8
土 木 費 895,045 877,781 17,264 2.0
消 防 費 273,752 444,965 △ 171,213 △ 38.5
教 育 費 495,508 514,051 △ 18,543 △ 3.6
公 債 費 822,700 704,500 118,200 16.8
職 員 費 837,200 870,744 △ 33,544 △ 3.9
議 会 ・ 労 働 ・ 災 害 復 旧 費 66,716 67,266 △ 550 △ 0.8
予 備 費 30,000 30,000 0 0.0

合　　　　　計 7,040,444 8,753,130 △ 1,712,686 △ 19.6

　　ここに注目！！

（３）まちの貯金と借金の残高
　令和２年度末までの10年間で、町の貯金と借金の残高は次のとおり推移しています。

　役場庁舎の建て替えにより、令和２年度で借金残高が大きく増えていますが、計画的な返済を行うことで健全
な財政状況を維持していきます。

総務費：令和２年度で役場新庁舎の本体工事が完了したため、事業費が大きく減少しています。令和３年度
は旧庁舎の解体や駐車場の整備を進めていきます（49ページ）。

商工費：コロナ禍の影響を受けている商工業者を支援する経済対策や、ふるさと公園のリニューアル工事を
行うため、事業費が大きく増えています（33、35ページ）。

土木費：事業費に大きな変化はありませんが、本年度から旧新十津川駅周辺の整備が始まります。令和５年
度までの３年間で計画的に実施します（14ページ）。
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【はじめに】
　令和３年第１回定例会の開会に当たり、
町議会議員をはじめ、町民の皆さまに町政
執行に対する私の所信と主要政策の一端を
申し上げます。
　本年は、私にとりまして任期の折り返し
となる３年目となります。町長に就任して
から今日まで、町民の皆さまの負託のもと
町政の推進に尽力してまいりましたが、こ
の間、議員各位のお力添えにより順調な町
政運営が図られていることに対しまして、
心からお礼を申し上げます。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症
の感染拡大により、学校の臨時休校、分散
登校など子どもたちの学びに影響を与え、
町民の皆さまの生活が大きく制約されたほ
か、開町130年の節目の行事もそのほとん
どを中止にせざるを得ない状況となるな
ど、これまでに経験したことのない困難に
直面しました。
　今年に入っても、いまだ事態の収束が見
通せない厳しい状況が続いておりますが、
当然ながら、コロナ禍のもとでも、各種行
政サービスや施策をストップすることはで
きません。町民サービスの質の低下をもた
らすことなく「新たな生活様式」、「新北海
道スタイル」を実践しながら創意工夫とた
ゆまぬ改革を継続し、立ち止まることなく
行政運営に全身全霊を傾注してまいります。
　また、本年度は「新十津川町第５次総合
計画」の最終年度です。町民の皆さまとと
もに策定し、実行してきた各施策は、誰も
が「この町に住んで良かった、住み続けて
良かった」と思えるまちの魅力につながっ
ているものと考えております。現計画の基
本構想に掲げる「豊かな自然　あふれる笑
顔　みんなで創る　いきいき未来」の総仕
上げとして、職員とともに一丸となって各
種施策の取組を進めてまいります。

　この思いを実現するため、５つの重点政
策を目標に取り組んでまいります。

【重点として取り組む政策】
〔定住と子育て支援の充実〕
　第１に「定住と子育て支援の充実」でご
ざいます。
　平成27年度に人口減少の歯止めとして策
定した新十津川町総合戦略における施策の
展開により、昨年末の本町の人口は、一昨
年に引き続き２年連続で転入者が転出者を
上回る社会増に転ずる喜ばしい結果となり
ました。このことは、子育て支援と教育の
充実のさまざまな定住促進政策が、多くの
方々に「住みやすいまち、子育てがしやす
いまち」として、認められたものと受け止
めております。今後も継続して取り組まな
ければならない最重要課題であることか
ら、皆さまに選ばれるまちを目指し、「子

育て支援と教育」を核として各種施策を展
開するとともに積極的なPRに努め、人口
減少の抑制に努めてまいります。

〔地域福祉の推進〕
　第２に「地域福祉の推進」でございます。
　近年、高齢化や単身世帯の増加、社会的
孤立などの影響により、人々が暮らしてい
く上で、さまざまな分野の課題が絡み合っ
て「複雑化」「複合化」しており、これら
の課題解決に向け、「地域共生社会」の実
現を目指し、新十津川町地域福祉計画を策
定したところでございます。
　この「地域共生社会」の実現には、これ
までの「支え手」「受け手」という関係を
超えて、地域住民や地域を支える多様な団
体や事業所などが主体的に「我が事」とし
て参画し、地域住民等が支え合い、人と人、
人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」
つながることが重要であります。町民の皆
さまや行政区、地域福祉に関わる各機関を
始め、医療機関や教育機関などがそれぞれ
の役割を果たすことはもちろんのこと、広
く連携を図りながら、地域福祉の持続的発
展に向けた施策を推進してまいります。

〔農業の持続的発展〕
　第３に「農業の持続的発展」でございます。
　これまで安定経営、品質確保に向け先端
技術を活用した「スマート農業技術の開発・
実証プロジェクト」、外来生物による農業
被害の減少を図る「アライグマ捕獲緊急対
策プロジェクト」、町の特産品開発を目指
す「酒米粉活用プロジェクト」など本町の
基幹産業である農業関連の重点施策を展開
し、いずれも着実に成果として花を咲かせ
つつあります。
　本年度もＪＡピンネやピンネ農業公社な
どの農業関係機関や新十津川総合振興公社
と連携し、農業の持続可能な発展を図るた
め、これらのプロジェクトに力を注ぎ、さ
らなる高品質かつ良食味米の生産と農業の
経営安定を目指してまいります。
　また、町内はもちろんのこと、北海道内
の農業が明るい未来となるよう、新３Ｋ農
業をけん引するトップランナーとして、魅
力ある農業を積極的に推進してまいります。

〔ＪＲ札沼線廃線後の新たなまちづくり〕
　第４に「ＪＲ札沼線廃線後の新たなまち
づくり」でございます。
　昨年、惜しまれながら廃線となったＪＲ
札沼線の沿線整備について、いよいよ本年
度から旧新十津川駅周辺の街並み整備に着
手します。鉄道防風林内の雑木の伐採、公
園造成と散策路の整備、鉄路で分断された
文京区内を結ぶ道路の新設を行うなど終着
駅の記憶を継承し、町民の憩い・交流の場
となるよう整備を進めていくほか、隣接す

る土地も含めて、宅地として12区画を整備
し、既存住宅との街並みの調和を図ってま
いります。
　また、現在農地を縦断する鉄道用地につ
いては、敷地内のレール・枕木などの撤去
ならびに踏切交差部分の道路改良を順次行
い、隣接する農地については、道営農地整
備事業により、鉄道用地と合わせ、圃

ほじょう

場を
大区画化するため、本年度から弥生地区の
事業計画策定に着手し、令和５年の採択に
向け、北海道や土地改良区など関係機関と
協議を進めてまいります。

〔地方創生の継続的な推進と健全財政の維
持〕
　第５に「地方創生の継続的な推進と健全
財政の維持」でございます。
　本年度は、令和４年度から始まる第６次
総合計画の策定に向けての検討協議を本格
化させていきます。策定に当たっては、第
５次計画で掲げた目標とその達成状況を検
証するとともに、社会経済情勢の変化を的
確に捉え、多くの町民の皆さまのご意見を
伺い、皆さまが思い描く将来のまちの姿を
共有しながら、郷土「新十津川」を元気で
生き生きとしたまちとする政策の策定に努
めてまいります。
　令和３年度の一般会計当初予算額は、新
庁舎建設事業が一段落したこともあり、70
億4,044万４千円と前年度当初予算と比べ、
19.6％減としておりますが、ふるさと公園
整備、駅周辺整備、公営住宅の建て替えな
どの大きな公共投資も予定されているとこ
ろであり、加えて、これまでの公共事業に
伴う償還費や公共インフラの維持を含めた
生活環境の整備、子育てや介護などの幅広
い社会福祉環境の整備などさまざまな行政
課題に対応するための継続的な財政需要が
想定されております。
　このことから、中長期的な見通しに基づ
く財政運営により、引き続き有利な財源確
保に努め、後年次に負担を残さぬよう一般
財源の抑制に努めるとともに、必要な未来
への投資は、「選択と集中」をもって事業
に取り組み、安定した自治体運営と活力あ
るまちづくりの両立を図ってまいります。

【まちづくりの施策】　
　次に、令和３年度における施策の主な事
業について、第５次総合計画の目標に沿っ
てご説明いたします。

１　みんなでつくる住みよいまち
　一つ目は、「みんなでつくる住みよいま
ち」です。
　町民が、快適で安心して暮らしていくに
は、道路や公園、上下水道などの生活基盤
の充実が不可欠ですが、先人たちから受け
継いできた本町の豊かな自然を守り育てて

町政執行方針
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いくことも非常に重要です。このことから、
本町の誇る豊かな自然や素晴らしい景観と
の調和を図りながら、生活基盤の充実を図
り、誰もが、住みたい、住み続けたいと思
える『住みよいまち』を目指してまいります。

〔環境の保全〕
　地球温暖化の原因となる二酸化炭素など
の温室効果ガスの排出を2050年度までに全
体としてゼロにする脱炭素社会に向け、社
会全体で動き出しています。この実現には、
「カーボンリサイクル」の研究など技術革
新が必要であると同時に、一人一人が省エ
ネなどの環境対策に取り組むことも欠かせ
ません。
　環境への取り組みにおきましては、昨年
度策定した第２次新十津川町環境基本計画
に基づき、環境にやさしい循環型のまちづ
くりを進めるため、環境配慮行動の促進に
向け、マイバックの利用促進、啓発を進め
ていくほか、ごみの減量化、３Ｒ運動を推
進してまいります。

〔生活基盤の充実〕
　住宅環境整備の推進につきましては、長
寿命化計画に基づき、公営住宅の維持管理、
計画的な修繕を進めるとともに、建て替え
に関しては、令和５年度の工事着工に向け、
さくら団地の基本設計および地質調査など
を実施してまいります。
　なお、建て替え用地については、橋本公
有地を予定しており、入居者の移転を円滑
にするとともに、定住対策としての必要な
住宅用地を確保し、新たな住環境を計画的
に整備してまいります。

〔交通環境の充実〕
　道路は、あらゆる分野を支える社会資本
の基盤として、安心して暮らせるまちづく
りに、重要な役割を果たしております。町
民の生活に欠かせない町道・橋梁などの維
持、整備につきましては、北中央２条通り
の道路改修と橋梁長寿命化計画に基づき、
恵水橋補修工事を進めてまいります。
　また、踏切が設置されていた道路改良と
して、南11号線、南13号線の工事に着手し、
快適な道路環境を整備してまいります。
　地域公共交通については、昨年度、住民
の皆さまの意見を踏まえ、新たな地域公共
交通計画を策定いたしました。新庁舎に設
置したバス待合所をターミナル化し、町内
４方面を運行する便と、町外への運航便に
ついては、既存中央バス滝新線、乗合ワゴ
ンによる砂川方面線のほか、新たに滝川西
高方面線を加え、３方向へ向かう交通ネッ
トワークとしたところでございます。本年
度、町民の皆さまおよび関係機関へ周知と
確認を徹底し、令和４年４月の運行開始に
向け、運行時刻などの詳細を詰めてまいり

ます。

〔地域情報化の推進〕
　今回の新型コロナウイルス感染症で、行
政サービスや民間におけるデジタル化の遅
れなど、さまざまな課題が浮き彫りになり、
政府は、その解消に向け、デジタル庁の創
設をはじめとするデジタル化に向けての改
革を加速度的に進めています。
　高速ブロードバンドサービスは、将来に
向け、行政サービスのオンライン化、子ど
もたちの教育環境の充実、本町の基幹産業
である農業の振興や観光施設での活用のほ
か、コロナ時代に対応する「新しい生活様
式」の実践のために必要なテレワークなど
への活用が進んでいくこととなり、その基
盤となる通信網などの整備が急務であるこ
とから、ＮＴＴ東日本が行う町内未整備地
域に対する光ファイバー整備に対して費用
の一部を支援し、町内における情報格差の
解消を図ってまいります。
　また、町民の高速ブロードバンドへの加
入を促進し、全町的な普及を図るため、町
内全地域において新たに光回線に加入する
世帯に対して助成措置を設け、誰もがデジ
タル化の恩恵を享受できる環境づくりを進
めます。

２　みんなでつくる健やかなまち
　二つ目は、「みんなでつくる健やかなま
ち」です。
　新十津川町地域福祉計画に基づき、すべ
ての町民が、地域で生き生きと充実した生
活を送ることができるよう、基本理念であ
る「一人ひとりが安心で幸せな暮らしを、
みんなで支え合うまちづくり」の実現に向
けて、地域資源を十分に有効活用した保健
福祉ネットワークの構築を図り、地域社会
との関わりの中で安心して暮らすことので
きる『健やかなまち』を目指してまいります。

〔児童福祉の充実〕
　子育て支援につきましては、医療費、イ
ンフルエンザ予防接種および第３子以降の
給食費等無償化を引き続き実施してまいり
ます。
　得きっずカードにつきましては、しんと
つかわポイントカード会が導入した新シス
テムに併せ、リニューアルいたします。お
買い物金額に対して、実質１割引の特典と
なるポイント割増を行い、子どもの数に応
じて、子育て世帯の経済的な負担軽減を
図ってまいります。
　また、新十津川保育園の環境整備として、
屋外フェンスの改修を行い、子どもたちが
安全に、かつ安心して心地良く過ごすこと
ができる、より良い保育環境を創出します。

〔高齢者福祉の充実〕
　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けることができるよう、高齢者の総合
的な相談窓口として地域包括支援センター
の充実を図り、各種生活支援サービスの情
報提供、認知症総合支援事業や成年後見制
度利用など地域支援の推進に努めてまいり
ます。
　また、地域活動への参加を促し、心身の
健康の維持、向上を図るため、すまいるあっ
ぷ事業を各行政区会館で継続的に実施して
まいります。さらには、新ポイントカード
と連携した「ボランティアポイント制度」
を実施し、高齢者も含めた住民全体となる
ボランティア活動や介護予防サポーター活
動などを支援してまいります。
　昨年、体験利用していただいたセラピー
人形につきましては、利用者に好評であっ
たことから、本年度購入希望の方に費用の
一部を助成し、認知症予防に努めます。
　また、在宅生活での身体的負担を緩和す
るため、階段昇降機や電動起立補助座椅子
などの購入助成を行うとともに、在宅介護
の負担軽減を図るため、在宅介護用トイレ
の貸し出しを行い、暮らしやすい日常生活
を送れるよう支援してまいります。

〔障がい者福祉の推進〕
　障がいのある人が、住み慣れた地域のな
かで安心して暮らしていけるよう、また、
自分らしい生き方を選択できるようライフ
ステージに応じた一体的な取り組みを進め
るため、第６期新十津川障がい福祉計画に
基づき、障がいのある人を支援するための
給付事業や地域生活支援に取り組むととも
に、自立に向けた機能訓練や生活訓練など
の支援を行ってまいります。
　本計画を推進していくためには、官民一
体となった取り組みが必要不可欠ですの
で、障がい者自立支援協議会を中心として
関係機関との情報共有、連絡調整を図るな
ど、各施策の実現に向け、さらなる連携強
化を進めてまいります。

〔健康づくりの推進〕
　町民の皆さまが、生涯にわたり健康で安
心して生活をしていくには、若い世代から、
健康管理を意識し、自分の健康状態を継続
的に把握していただくことが重要であるこ
とから、春と秋の集団健診や巡回ドックな
どを受診してもらえるよう積極的に勧奨す
るとともに、ピロリ菌検査を含む各種がん
検診や肝炎検診などの自己負担額を500円
として、受診率の向上を図り、疾病の早期
発見や重症化予防に努めてまいります。
　母子保健対策については、妊産婦および
乳幼児の健康の保持および増進に関する包
括的な支援を行うため、新たに子育て世代
包括支援センターを総合健康福祉センター
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内に設置し、妊娠期から子育て期にわたり、
切れ目ない支援の提供体制を構築するとと
もに、不妊治療、妊婦の一般健診、超音波
検査、産婦の健康診査に助成するなど、子
どもを安心して産み育てられる環境づくり
に努めます。

〔感染症予防対策〕
　国内・道内において、いまだ収束が見え
ない新型コロナウイルス感染症対策につい
ては、町民の健康と命を守ることを第一に、
町民の皆さまに対するワクチン接種を順次
進めていくほか、国の地方創生臨時交付金
を活用し、各種感染症予防対策を実施して
まいります。
　また、感染症予防には、一人一人が正し
い情報に基づいてこの感染症に向き合い行
動することが自身を守りそして社会を守る
ことにつながることから、町民の皆さまの
不安を少しでも解消できるよう、さらには
偏見や差別が起こらぬよう感染症に関する
正しい情報を発信してまいります。

３　みんなでつくる豊かなまち
　三つ目は、「みんなでつくる豊かなまち」
です。
　本町の基幹産業である農業を将来にわ
たって適切かつ着実に成長させていくため
に、スマート農業の実装を加速化させると
ともに、農地の環境保全や多面的機能の強
化に努めてまいります。
　また、林業、商工業、観光の振興に向け
た支援を推進し、地域経済の活性化と雇用
の場を確保するほか、魅力的な観光資源の
整備を進め、元気あふれる『豊かなまち』
を目指してまいります。

〔農業の振興〕
　国からの事業採択を受け実施した「ス
マート農業技術の開発・実証プロジェク
ト」における、家族経営型スマート農業形
態は、20年後を見据え、一農家当たり30ヘ
クタール規模に対する省力化目標を達成し
たほか、データに基づき施肥量を自動調整
する可変施

せ

肥
ひ

を行った結果、圃
ほじょう

場内での品
質均一化が実現できました。これら２年間
にわたる実証結果は、農業の省力化と経営
安定に期待が高まるものであり、さらに効
果的な取り組みとすべく、現在のコンソー
シアムメンバーの協力を得て、「オール新
十津川」で実証を継続し、圃

ほじょう

場データに基
づく可変施肥、食味収量コンバインによる
圃
ほじょう

場ごとの品質・収量の数値化に取り組む
とともに、本年度は新たに理想的な水管理
を実現するソフトウェアを活用し、スマー
トフォンによる水管理の超省力化実証を
行ってまいります。
　また、スマート農業の普及、進展を図る
ため、引き続き、GPS付き田植え機や農薬

散布用ドローンの購入助成を行うほか、若
い担い手が熟練者並みの作業ができるトラ
クター自動操舵システムに対して助成をし
てまいります。
　平成28年度から研究を開始し、特許の申
請をしていた酒米粉甘味料「お米シロップ」
について、令和２年12月、研究開始から４
年目で特許の権利を取得することができま
した。この特許の権利は、町民皆さまの財
産ですので、この権利を末永く守るととも
に、これらの特許を活用して、町の特産品
となるさまざまな商品開発を新十津川総合
振興公社や地域おこし協力隊と協力して進
めてまいります。
　アライグマによる農業被害については、
令和元年度からの捕獲緊急対策により、対
策前に比べ捕獲頭数が２倍に増加し、それ
により農業被害は半減するなど、効果が顕
著に表れています。本年度も重点捕獲期間
を定め、生息数の減少に努めるほか、北海
道立総合研究機構の協力のもと、生態調査
を実施し、これまでの取り組みにより蓄積
された生息数や生態、有効捕獲数などの
データを整理し、効果的な捕獲方法をまと
め、さらなる捕獲頭数の増加につなげるた
め、農業者などに広く周知してまいります。
　アライグマ対策は、本町だけの問題では
なく、近隣市町村はもとより、北海道全域
での連携強化が欠かせません。このため、
空知総合振興局で設置した「アライグマ対
策広域連携部会」や北海道が実施するアラ
イグマ捕獲事業に対し、これまでの取り組
み内容の公開や捕獲データの提供を行い、
アライグマの根絶に向けた効果的な取り組
みを一層推進してまいります。

〔林業の振興〕
　森林の整備につきましては、そらち森林
組合と連携を図り、森林環境譲与税を活用
し、民有林の整備や、木材の運搬経費に対
して支援を行い、適正な森林の管理が図ら
れるよう執り進めてまいります。
　また、本年度は、スポーツセンター、温
水プール、グリーンパークしんとつかわの
３施設への熱源供給を行う新十津川町熱供
給センターが本格稼働します。環境に配慮
した本町独自の自然エネルギーの活用策と
して二酸化炭素の削減を進めるとともに、
木材の利用を促進し、本町の林業の振興や
地域経済の振興を図ります。

〔畜産の振興〕
　地域ぐるみで高収益型の畜産を実現する
ため、ＪＡピンネを中心として、畜産農家
や町、畜産振興協議会など関係団体が連携
し、昨年３月「ピンネ畜産クラスター協議
会」を設立しました。この協議会において
畜産クラスター計画を策定し、畜産農家が、
施設や機械の整備、生産規模拡大を行いや

すくするための環境整備を図るとともに、
町は、各種取り組みに対する指導、助言に
努め、畜産農家の収益向上と経営の安定化
を進めてまいります。

〔商工業の振興〕
　昨年度、しんとつかわポイントカード会
の新システムが導入され、それに併せて、
加盟店が、28店舗から45店舗に増加するな
ど、地元消費拡大に向けた取り組みが官民
一体となって進められております。引き続
き、ポイントカード会およびふれあい商品
券会による地元消費拡大事業に対して支援
をしていくとともに、魅力ある商店街づく
りのため、企業振興促進事業や中小企業者
応援事業などの活用を積極的にＰＲし、開
業や店舗等の改装に関し、支援をしてまい
ります。
　新型コロナウイルス感染症の全国的なま
ん延は、町内においてもさまざまな影響を
及ぼしており、特に宿泊業および飲食業の
経営に暗い影を落としています。
　このことから、コロナ禍が一定の収まり
を見せ、人の動きが再開した際の誘客の後
押しとして、宿泊業に対しては、独自に企
画する割引プランに最大で50パーセントの
割引費用を助成し、飲食店については、最
大割引率40パーセントのクーポン券を町内
外に配布し消費を促すことで、経営の安定
化を支援してまいります。

〔観光の振興〕
　町民の皆さまから意見をいただき検討を
進めてまいりましたふるさと公園の再整備
は、第１期工事として、オートキャンプ場
サイト11カ所を造成するほか、トイレや案
内看板の改修を行い、きれいで使いやす
く、皆さまに親しまれるキャンプ場として
令和４年度のリニューアルオープンに向け
整備を行います。町民のみならず、町外の
方にも広く利用していただけるよう効果的
なPRを実施し、集客力の向上を図ります。
　また、スマートフォンの普及により、観
光客誘致を進める上で、SNSが重要視され
ており、本町においてもツイッターなどに
より、町の魅力発信を行ってきております
が、さらに観光客の集客や消費促進、情報
発信が期待できるSNSフォトコンテストや
観光協会加盟店グルメスタンプラリーな
ど、観光協会が主催する新たな取り組みを
支援し、交流人口の拡大を図ってまいりま
す。
　平成29年度から取り組んでおります母村
十津川村および奈良県との三者協定に基づ
く事業につきましては、昨年度やむなく中
止とした十津川村縁モニターツアーを本年
度改めて実施し、町民の皆さまに歴史およ
び文化を体感していただくなど、交流の推
進を図ってまいります。
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４　みんなでつくる安心なまち
　四つ目は、「みんなでつくる安心なまち」
です。
　町民の生命と財産を守るため、豪雨、暴
風、地震など自然の猛威に対して、国土強
靭化計画に基づき、ハード・ソフト両面か
ら総合的かつ計画的に施策を進めていくと
ともに、防犯、防火、交通安全対策につい
ては、関係機関と連携し、生活安全の充実
に努め、穏やかな暮らしを実現できる『安
心なまち』を目指してまいります。

〔防災体制の充実〕
　「災害はいつでも、どこでも起こりうる
もの」との認識のもと、人的・経済的被害
を最小限にとどめる「減災」という考えを
基本に、水害防止の観点から河川の適切な
維持管理のため、堆積土砂管理計画に基づ
き、本年度は、弥生川および６号線川の土
砂上げならびにヌタップ川の支障木の伐採
を行います。
　減災には、日頃からの災害に対する備え
が重要であることから、水防災タイムライ
ンの検証、改善を行うとともに、職員研修
などを通じて職員の災害対応力の向上を
図ってまいります。
　また、町民の防災意識の醸成を図るため、
家庭内における防災対策として、備蓄の必
要性や避難経路確認のためのハザードマッ
プの活用など広報やSNSなどで周知を行う
ほか、自主防災会の円滑な活動のため、防
災対策専門員を地域に派遣し、防災研修、
防災訓練などを支援してまいります。さら
に本年度は、３年に１度となる総合防災訓
練を実施し、コロナ禍における避難時の対
応を確認するとともに、避難所設営訓練、
炊き出し訓練などを行い、住民・地域・行
政それぞれの災害対応力の向上を図ります。
　消防活動につきましては、地域に密着し
た消防・防災体制の中核を担う消防団の充
実強化を図るため、第３分団の消防ポンプ
車を更新するほか消防団員全員の活動服の
更新を行うとともに、消防演習や訓練によ
り消防団の防火、災害対応機動力の強化を
図ってまいります。

〔防犯・交通安全〕
　昨年、町内で２件の交通死亡事故が発生
しました。お亡くなりになられた方ならび
にご家族の方々には、心からお悔やみ申し
上げます。二度とこのような悲惨なことが
起こらないよう、滝川警察署、交通安全指
導員会など関係機関との連携により、交通
安全に対する町民のさらなる意識向上が図
られるよう啓発活動を推進してまいります。
　防犯対策につきましては、新十津川町安
全・安心推進協会にご協力いただき、青色
回転灯防犯パトロールを実施してまいりま
す。

５　みんなでつくる学びのまち
　五つ目は、「みんなでつくる学びのまち」
です。
　次代の担い手となる子どもたちの育成に
ついては、学校だけにとどまらず、地域ぐ
るみで守り育てていかなくてはなりませ
ん。学校、保護者、地域が一体となって、
子どもたちの豊かな成長を支えていく必要
があります。
　また、子どもも大人もすべての人が豊か
な人生を送るためには、あらゆる機会にお
いて、生涯にわたり学ぶことが大切であり、
また、その成果を適切に生かすことのでき
る社会の実現が図られなければなりません。
　これらの実現に向けての教育施策につき
ましては、教育行政執行方針に沿って進め
られる教育委員会の取り組みを基本に推進
するとともに、総合教育会議を中心に教育
委員会と十分な意思疎通を図り、『学びの
まち』を目指してまいります。

６　みんなとともに歩むまち　
　六つ目は、「みんなとともに歩むまち」
です。
　まちづくりの主役である町民の皆さまや
団体などが、郷土愛を持ってまちづくりに
参画し、「このまちに住んでよかった」と
実感できるまちづくりを今後とも推進する
ため、情報の共有や町民活動の支援を進め
るとともに、町民に開かれた行財政運営を
推進し、町民と『ともに歩むまち』を目指
してまいります。

〔住民参加の促進〕
　防災、福祉、教育などあらゆる分野にお
ける地域と行政との連携や協働の核となる
行政区において、活発なコミュニティ活動
を行っていただくため、行政区活動に対す
る支援を行ってまいります。
　また、行政と町民の皆さまが「ともに考
え、ともに行動する」協働のまちづくりを
推進するため、まちづくり懇談会を開催し、
情報の共有を図るほか、広報やまちづくり
読本、ホームページ、SNSなど、各発信媒
体のそれぞれの特性を活かし、行政が持つ
情報を積極的に発信してまいります。
　本年度から、幅広い世代に利用されてい
るコミュニケーションアプリ「LINE」を
活用し、近年多発する災害、防災などに関
する通知やごみの分別方法など住民生活に
関する情報について、迅速かつ効果的な発
信に努めてまいります。

〔行政の効率的な運営〕
　一昨年から建設中の役場新庁舎がいよい
よ５月６日から供用開始となります。１階
ホールには、母村である奈良県十津川村の
杉材と本町のトドマツ材を使った象徴的か
つ清潔でやすらぎのある優しい空間となっ

ており、壁面には、本町の応援大使である
五十嵐威

たけ

暢
のぶ

さんのテラコッタ彫刻が飾ら
れ、皆さまに親しまれる庁舎になると確信
しております。
　新庁舎では、町民の皆さまの利便性を高
めるため、住民登録、税金などの手続きの
ほか、公営住宅、上下水道など皆さまの身
近な手続きを行う窓口を１階に配置するよ
う、組織の一部見直しを行います。
　また、心のこもった親切な対応、質の高
い行政サービスを提供するため、職員研修
を継続して行い、職員の意識・能力の向上
に努めてまいります。
　現庁舎は、本年度解体を行いますので、
新庁舎の外観全容がお目見えするのが、９
月ごろとなります。駐車場整備など外構工
事が令和４年５月末の完成予定で、もうし
ばらく町民の皆さまには、ご不便をおかけ
しますが、ご理解ご協力をよろしくお願い
いたします。

【おわりに】
　以上、令和３年度の町政の執行について、
所信の一端を述べさせていただきました。
　冒頭でも申し上げましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大により、これま
で当たり前だと思っていた日常や通常が大
きく変わりました。特に人と人、地域と人
の「つながり」が困難な状況となり、この
ことが多くの皆さまが抱える不安感につな
がっているものと、あらためて、「絆

きずな

」の
大切さを認識しているところです。
　かつて先人たちは、支え合い、助け合い
ながら幾多の試練を乗り越え、130年とい
う長い間、郷土「新十津川」を守り育てて
きました。コロナ禍に下ばかりを向いてい
ては、決して希望という虹を見つけること
はできません。今、私たちは、この難局に
あっても、「絆

きずな

」を大切に「夢や希望を持
てるまち」に向かって、前を向いて進んで
行かなくてはなりません。
　そして、この危機を転換期ととらえ、
131年目の新たな一歩として力強く歩みを
進め、「新しい」新十津川を切り拓くとい
う強い意志をもって政策を展開していきた
いと考えておりますので、町議会議員なら
びに町民の皆さまには一層のご理解とご協
力を賜りますよう、心からお願い申し上げ、
町政執行の所信表明とさせていただきます。
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【はじめに】
　令和３年第１回定例会の開会に当たり、
新十津川町教育委員会所管行政の執行に関
する主要な方針と施策を申し上げます。
　昨年から感染が広がった新型コロナウイ
ルスは、人々の生活にさまざまな変化をも
たらし、社会に大きな影響を与えておりま
す。
　本町の教育におきましては、関係者各位
の格別なご理解のもと安心・安全に配慮し
ながら、感染対策を講じた教育活動を行っ
てまいりました。
　とりわけ、学校現場においては、緊急事
態宣言が発出され、今までに経験したこと
のない臨時休業が長期に及び、子どもたち
や教職員が感染症対策への不安やストレス
と日々向き合いながら、教育課程・行事・
部活動などにおいて創意工夫を凝らし、「学
びを止めない」よう取り組んでまいりまし
た。
　グローバル化や人工知能・ＡＩなどの技
術革新が急速に進み、新型コロナウイルス
の感染症拡大など先行き不透明な「予測困
難な時代」を迎えている中、教育活動のさ
らなる進展を目指し、生涯にわたって自ら
学び、自己実現を図ることができる「学び
のまち」を推進してまいります。
　それでは主要政策の「学校教育の充実」
と「社会教育の充実」について申し上げます。

≪学校教育の充実≫
「確かな学力の育成」
　昨年度、小学校で実施された新学習指導
要領は、今年度から中学校でも実施されま
す。「社会に開かれた教育課程」を基本理念
とする新学習指導要領では、子どもたちが
これから生きていくために必要な「資質・
能力」の３つの柱として、「生きて働く知識・
技能の習得」、「未知の状況にも対応できる
思考力・判断力、表現力の育成」および「学
びを人生や社会に生かそうとする学びに向
かう力・人間性等の涵

かん

養
よう

」が示されています。
　児童生徒に必要な資質や能力を育成する

ため、引き続き道費の教員加配制度や退職
教員等外部人材活用事業などの制度を活用
するほか、町費による講師などを配置しま
す。
　学習の基礎基本が確実に定着するように
するため小学１・２年生に学習支援サポー
ター２人を、授業の内容が難しくなり、覚
える学習から考える学習も求められること
から、小学３年生から６年生までに学習支
援サポーター１人を配置して、つまずきの
解消と学習意欲および学力の向上を図って
まいります。
　また、小学６年生の外国語授業で実施し
た専科教員による教科担任制を、今年度か
ら小学３・４年生の外国語活動と小学５年
生の外国語授業に拡大するほか、今まで
行っていた小学５・６年生の理科に加え国
語・算数についても新たに教科担任制を導
入し、学習内容の理解度を高め、授業の質
の向上を図ります。
　中学校には、指導教科免許を有する教育
充実指導講師ならびにティームティーチン
グおよび少人数習熟度別指導を行う学力向
上推進講師を配置し、指導体制の強化を
図ってまいります。
　新学習指導要領による新たな学びに対応
するため、外国語教育では引き続き教員研
修など各種研修会により教員一人一人の授
業力の向上に努めるとともに、外国語指導
助手（ＡＬＴ）を効果的に配置し、リスニ
ング能力の向上に努めてまいります。
　プログラミング教育では、国語、算数な
どの教科による学びをはじめ、総合的な学
習の時間では言語活動や体験活動などを通
し、課題を解決するための論理的に考える
力を育むほか、自分の考えを伝えながら対
話的に学び合うアクティブラーニングの考
えを取り入れた授業を展開してまいります。
　また、小学６年生には漢字検定、中学生
には漢字検定と英語検定の検定料を全額助
成し、子どもたちの学習意欲を喚起しなが
ら基礎学力の定着と漢字能力および英語能
力の向上を図ってまいります。

「ＧＩＧＡスクール構想の加速による学び
の保障」
　「令和の日本型教育」を構築し、全ての
子どもたちの可能性を引き出す個別最適な
学びと協働的な学びを推進するには、ＧＩ
ＧＡスクール構想に基づくＩＣＴの活用が
不可欠であり、昨年からタブレットおよび
小中校内通信ネットワークの環境整備を進
めてきたところであります。
　今後、タブレットなどのＩＣＴ機器を活
用した授業の取り組みが急速に進められる
ことから、教職員がタブレットの利活用を
十分に図られるよう操作方法や活用方法な
どの研修を実施するとともに、トラブルへ
の対応についての支援体制を整え、教職員

の負担軽減に努め、子どもたちにとって「楽
しくわかりやすい授業」を構築していきま
す。
　また、ＩＣＴ活用検討委員会においては、
小・中学校の連携を図り、教材の有効活用
や学習環境改善を検討してまいります。
　さらに、文部科学省で実施する「学びの
保障・充実のための学習者用デジタル教科
書実証事業」に参加し、デジタル教科書を
児童生徒や教職員に体感していただきます。

「特別支援教育の充実」
　特別支援教育につきましては、共生社会
の形成に向けて障がいのある子どもとない
子どもが共に学ぶインクルーシブ教育の理
念を踏まえ、障がいのある子どものニーズ
を学校全体で共有し取り組んでまいりま
す。今年度は、小・中学校共に学級数およ
び児童生徒数が増えることから、専門の教
職員の増員と町費の支援員を適切に配置
し、一人一人に応じたきめ細やかな指導を
行い、支援体制と学習環境の充実に努めて
まいります。
　また、小・中学校、保健福祉課および教
育委員会で構成する特別支援教育連携協議
会において子どもたちの状況を把握し共有
することで、個々に合った的確な教育支援
方策を推進してまいります。

「信頼される学校づくりの推進」
　学校運営に保護者や地域が参画し、教育
目標やビジョンを共有しながら一体となっ
て取り組む学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）について、学校支援地域本部と
の連携のもと、活動について町民の理解が
高まるよう、広報の強化を図りながら信頼
される学校づくりを推進してまいります。

「郷土愛・キャリア教育の推進」
　児童生徒を対象とした母村訪問交流事業
は、昨年度コロナ禍により中止となったこ
とから、参加できなかった中学２年生を今
年度の参加対象学年に加え希望者を募って
まいります。
　また、母村十津川村から修学旅行で来町
する中学３年生と、新中の３年生が自分の
ふるさとや学校生活を紹介し、交流と絆

きずな

を
深める、ふるさと教育を実施いたします。
　子どもたちが、暮らしの中でまちの産業
や文化などを学びながら、地域の発展に貢
献する気持ちを育むキャリア教育として、
小学校では引き続き農業の田植え・稲刈り
を体験します。また、ドローンなどの先端
技術によるスマート農業体験学習を、農業
者や関係機関の協力いただきながら小学
校・中学校・農業高校と連携して行ってま
いります。
　小学５年生の陶芸授業を文化伝習館で行
うほか、小学６年生を対象に民間ロケット

教育行政執行方針

教育長　久保田　純　史
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の打ち上げにチャレンジしている赤平市の
植松電機でロケット教室を開催し、「失敗
を恐れず、自らが挑戦する大切さ」や「夢
を持ちあきらめない心」を学びます。
　中学校では、望ましい勤労観や職業観を
育むため、札幌市へ出向き町や特産品のＰ
Ｒ活動を行うほか、町内企業の協力による
職場体験など、引き続きキャリア教育に取
り組んでまいります。
　防災教育では、小学校では子どもたちが
防災について学ぶ「１日防災学校」を実施
いたします。
　また、中学校では３年生が修学旅行で東
北地方の被災地を訪問し、地震や津波、台
風などの自然災害から命を守るための必要
な知識や能力などを高めるとともに、地域
の人たちの考え方や今後の生き方を学ぶ
「震災学習体験プログラム」に助成を行い
ます。

「豊かな心の育成」
　子どもたちが多面的・多角的に考え、命
の尊さを学びながら他者とより良く生きて
いくためには、学校教育を通じて確かな道
徳性を養うことが重要です。
　小・中学校において「特別の教科　道徳」
でお互いの違いを認め、みんなで考え理解
し合いながら問題を解決していく道徳教育
を進めるとともに、中学校ではさまざまな
分野で活躍している講師を招き「特設道徳
講演会」を開催いたします。
　いじめは、誤解など些

ささ い

細なことから発展
していきます。
　子どものサインを見逃すことなく的確に
捉え、未然防止に努めるとともに、小学校・
中学校・農業高校の児童会や生徒会が主体
となる「仲間づくり子ども会議」を開催し、
いじめのない学校づくりを町内の学校で一
貫して取り組んでまいります。
　また、子どもたちの学校生活における満
足度や意欲などをアンケート調査する「Ｑ
－Ｕ検査」を、小学校は対象学年を今まで
の３年生から２年生までに拡大し、実施回
数を小・中学校とも年１回から２回に増や
し、集団としての学級傾向を的確に把握し、
教育環境の改善に努めてまいります。
　なお、不登校傾向にある子どもについて
は、スクールカウンセラー、関係機関、地
域などと連携を図りながら、子どもや家庭
に寄り添い登校に導いてまいります。
　創造的で心豊かな感性を培う芸術鑑賞授
業を、今年も小・中学校ともに雨竜町と合
同で実施いたします。

「健やかでたくましい心身の育成」
　体力の向上につきましては、「全国体力・
運動能力、運動習慣等調査」の結果から、
本町の子どもたちの傾向を的確に捉え生活
習慣や運動習慣の改善に努めるとともに、

小学校では体育の授業に専門講師を招
しょうへい

聘
し、体力・運動能力の向上に取り組んでま
いります。
　学校給食においては、朝食をはじめ食事
の重要性に関する理解を深めるため、栄養
教諭を中心に食育を通した望ましい食習慣
づくりを進めてまいります。
　また、調理委託業者と連携し、雨竜町を
含めた町内産生鮮野菜50パーセント使用の
地産地消を進めるほか、母村十津川村の特
産品を活用した絆

きずな

給食など、郷土の食文化
を取り入れた安全で魅力的な給食の提供を
行ってまいります。
　施設整備につきましては、蒸気ボイラー、
給湯ヒーターの部品の取り替え修繕や老朽
化に伴う高圧開閉機器の交換など、適切な
機器の管理を行うとともに、冷凍食品を保
管するアルマイト製の番重を購入し安全と
衛生管理の徹底を図ってまいります。
　なお、給食費につきましては、引き続き
小・中学生の主食費分の助成を行うととも
に、第３子以降の児童生徒の給食費を無料
といたします。

「働き方改革の推進」
　「新十津川町立学校における働き方改革
推進計画」に基づき、校務支援システムの
有効活用を図り、小・中学校、教育委員会
の管理職で構成する「働き方改革推進委員
会」で改革目標の検証・改善を推進し、教
職員が健康で生きがいとやりがいを持って
勤務できる環境を整えてまいります。

「家庭教育力の向上」
　全国学力・学習状況調査の結果などから、
家庭学習や生活習慣の課題を分析し、小学
６年生を対象とする通学合宿により「早寝・
早起き・朝ごはん」の規則正しい習慣が身
に付くよう取り組むとともに、空知教育局
が主催する「空知親学セミナー」を開催し、
保護者が家庭教育を学ぶ機会を提供してま
いります。
　中学校においては、部活動休養日に「放
課後学習サポート」を行い、自学自習習慣
の定着を推進してまいります。
　また、夏休みや冬休みの長期休業中に実
施している学習サポート事業「やまびこ」
は、学校で習得したことを確実に定着させ
る効果が表れており、規則正しい学習習慣
を身に付け、主体的に学ぶ大切さを感じら
れるよう継続して取り組んでまいります。

「就学の支援」
　子どもたちが健やかに安心して教育が受
けられるよう、小・中学生の就学援助を行
うとともに、大学などに進学する学習意欲
のある学生に対する無利子の奨学金貸付制
度について、コロナ禍における所得の減少
に対応するため、昨年度から実施している

貸付金の増額を継続いたします。
　本町で暮らしながら、夢や希望を持って
進学する高等学校などの選択肢を広げ、子
どもの教育に係る経済的な負担の軽減を図
るため、「高等学校等遠距離通学者支援事
業」を令和５年３月まで実施いたします。

「小・中学校施設等の適正な維持管理」
　小・中学校の適正な施設整備を図るため、
この度策定いたしました「新十津川町学校
施設長寿命化計画」に基づき、学校施設の
効果的、効率的な維持管理に努めてまいり
ます。
　中学校に空調設備を設置し、夏季におけ
る熱中症対策を行い、生徒が快適に集中し
て学べる環境を提供いたします。
　小学校の空調設備については、令和４年
度に設置してまいります。
　また、スクールバス運行については、安
全かつ安心できる運行体制を継続してまい
ります。

「魅力ある農業高校づくりへの支援」
　新十津川農業高等学校は、作物の生命と
栽培技術や調理、介護技術を習得する特色
ある授業が行われており、とりわけ、近年
はスマート農業機械の体験試乗や見学を通
じて、北海道および本町の基幹産業である
「農業」の担い手の育成を推進しています。
　このことから、個性や能力を高める教育
を支援するため、各種大会への参加費・交
通費の助成および遠距離通学者への定期券
購入等の助成を継続いたします。
　また、資格取得助成は、将来の農業経営
などを見据えた危険物や情報処理検定を新
規に加え、助成対象を拡大いたします。
　さらに、実習や町内外のイベントで着用
する観光ＰＲキャラクター「とつかわこめ
ぞー」入りのポロシャツ作成費を全校生徒
分助成いたします。
　これまで要望を重ねてまいりました普通
教室棟の改築および特別実習棟の改修につ
きましては、今年度は実施設計が行われ、
令和４年度に工事を施工、令和５年度には
供用開始の予定となっております。今後も
地域に根ざした生徒に選ばれる高校とし
て、さらなる発展を遂げるよう農業高校お
よび関係機関と連携を図りながら、魅力あ
る学校づくりを支援してまいります。

≪社会教育の充実≫
「社会教育活動の推進」
　社会教育におきましては、平成30年から
向こう５年間の目標を定めた「第７期新十
津川町社会教育実施計画」の４年目となり
ます。昨年度は、新型コロナウイルス感染
症の影響で多くの事業が中止となりました
ので、今年度は創意工夫を凝らし事業を推
進してまいります。
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「青少年の健全育成の推進」
　青少年の健全育成につきましては、青少
年健全育成町民会議をはじめとする関係団
体と連携協力を図り、児童・生徒の登下校
時の地域安全パトロール活動や心の通うあ
いさつ運動を推進してまいります。
　子ども会活動は、少子化などにより会員
数が減少傾向にありますが、今年度から２
年間、北海道子どもかるた大会空知地区予
選会が本町で開催されることから、伝統行
事を奨励する機会とし、子ども会育成者連
絡協議会およびとっぷ子どもゆめクラブと
連携を図りながら組織の活性化を図ってま
いります。

「読書活動の推進」
　読書は、「楽しく知識が身に付き、考え
ることを可能とするもの」といわれており、
図書館は主たる拠点として町民が利用しや
すい環境を整えなければなりません。
　このことから、「新十津川町子どもの読
書活動推進計画（第３期）」に基づき、来
館者のニーズに対応した蔵書の整備を進め
るとともに老朽化による暖房用ボイラー設
備の修繕を行い、読書環境の向上を図って
まいります。
　また、親子で楽しむ読書活動として子育
て支援センターと連携し乳幼児に本を贈呈
する「絵本ふれあい事業」では、２歳半児
健診時の配本で、自分自身が主人公となる
世界に１冊だけのパーソナル知育絵本を新
たに取り入れ、絵本がより身近に感じられ
る取り組みを進めてまいります。
　さらに、高齢者の読書の推進を図るため、
社会福祉協議会が行うすまいるあっぷ教室
に出向いてリクエスト本や話題の本などを
紹介する「高齢者地域配本サービス事業」
を実施いたします。今年度はモデル地区と
して、みどり区と花月区を選定し事業のＰ
Ｒと図書と親しむ機会を提供いたします。

「芸術文化活動の推進」
　人の感性を豊かにし、生活に潤いと活力
を与える芸術は、豊かな感性を備えた人間
の成長につながることから、文化協会や音
楽協会と連携し、優れた舞台芸術などの鑑
賞機会を提供してまいります。
　また、本町は入植から130年の歴史を歩
み、人々の生活文化が時代とともに様変わ
りしています。その歴史を次世代へ残すた
め、町郷土史研究会と連携し、今年度は聞
き取り調査による情報収集を行い、令和４
年度に生活文化記録の編集保存を行います。
　郷土芸能につきましては、獅子神楽保存
会、おどり保存会、徳富太鼓会など文化団
体の活動を支援するとともに子どもたちへ
の普及伝承を奨励していきます。
　アートの森彫刻体験交流促進施設「かぜ
のび」は、10周年を迎えることから記念作

品が制作されますので、作品を展示する壁
面補強を行うとともに、小規模作品を展示
するショーケースを製作し美術館のグレー
ドアップを図ります。
　さらに、施設周辺の老朽化した遊具など
を撤去し環境整備を行うとともに、かぜの
びの魅力を発信するためリーフレットを刷
新し、役場、ゆめりあ、スポーツセンター
などに展示されている彫刻家・デザイナー
の五十嵐威

たけ

暢
のぶ

さんの作品を紹介し、アート
の巡回鑑賞をＰＲいたします。
　開拓記念館は、年表の加筆修正を行いま
す。また、隣接する農業記念館は、外壁タ
イルと窓ガラス修繕を行い施設の適正な管
理に努めてまいります。
　昨年、開町130年の記念事業として予定
していた「ワンワンとあそぼうショー」（Ｎ
ＨＫ・Ｅテレ（教育））を、今年８月にスポー
ツセンターで開催し、親子で楽しむ機会を
提供するとともに、町外からの来場者に向
け、「子育て支援と教育の町」のＰＲに努
めてまいります。

「スポーツ活動の推進」
　ふるさと公園の屋内外体育施設は、指定
管理者である新十津川町スポーツ協会が引
き続き良好な維持管理を行ってまいりま
す。主要施設のスポーツセンターと温水
プールは、敷地内に木質バイオマスボイ
ラーによる熱供給センターが設置され、熱
源の供給を受けます。また、スポーツセン
ターは、老朽化した浄化槽の改修工事を行
います。
　スポーツクラブの推進マネージャーが中
心となり、体育施設を拠点にカンジャムや
ノルディックウォーキングなど手軽にでき
るスポーツを提供し、町民が１日１回運動
し健やかに暮らす「１・１運動」を推進し
てまいります。
　また、子どもたちへのきっかけづくりと
して、小学生を対象とする体験型スポーツ
教室や北海道日本ハムファイターズとの連
携による少年野球教室やキッズダンスを継
続して実施いたします。

「教育委員会施設の整備」
　町民のコミュニティ活動や文化、福祉と
健康を増進することを目的として建設した
農村環境改善センターは、昭和57年建設以
来38年が経過し老朽化が著しいことから、
社会教育施設長寿命化計画に基づき、大規
模改修を実施いたします。
　改修工事は、今年から２年間を予定して
おり、令和４年９月の完成を予定していま
す。改修後は、教育施設として多目的ホー
ルや芸術・文化作品展示ゾーンを整備する
ほか、福祉、介護の拠点として社会福祉協
議会や地域包括支援センター事務所などが
入り、町民が身近に感じ交流できる多目的

複合施設としてリニューアルいたします。
　また、教育委員会では、さらに生涯学習
を推進するため、５月から事務所を総合健
康福祉センターに移転します。保健福祉課
で所管していたふるさと学園大学、ゆめり
あ部会、シニアいきいきクラブなどの高齢
者生きがい活動を担い、新十津川町教育目
標の「理想をめざし学び続ける人」および
新十津川町社会教育目標の重点目標「生涯
にわたり自ら学び、みんなでつくる学びの
まち」を推進してまいります。

【おわりに】
　以上、令和３年度の教育行政執行に当た
り、主要な施策の一端を申し上げました。
　今年は、７月から東京オリンピック・パ
ラリンピックが半世紀ぶりに開催され、北
海道でもマラソンとサッカー競技が行われ
ます。組織委員長の橋本聖子さんは、アス
リート出身で本町に縁があり、ピンネシリ
登山マラソン名誉大会長として本町のス
ポーツ振興に貢献していただいており、現
在、コロナ禍の中、オリンピック開催に向
けて安全・安心を第一に考え、スポーツの
素晴らしさを発信すべく不
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の精神で
ご尽力されています。
　オリンピックは、子どもたちをはじめ、
町民の皆さまに多くの夢や希望、元気や感
動を与えてくれるものと考えております。
　本町の教育においても、未来を担う子ど
もたちが、夢や希望を持ち、ふるさとを愛
し、尊い歴史と文化に誇りを持ちながら笑
顔で学び、たくましく成長し、社会の担い
手として幸福な人生を歩んでいけるよう学
校、家庭、地域はもとより、関係機関や団
体と連携を図りながら、より一層の充実・
発展に向けて全力で取り組んでまいります。
　町議会議員の皆さまならびに町民の皆さ
まのご理解とご協力を心からお願い申し上
げ、教育行政執行方針といたします。


